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 平成２７（2015）年度 社会福祉法人大木会 事業報告 

 

≪法人本部≫ 
 

１、本年度の総括 

  社会福祉法人制度を大きく改革する法案が、平成２８年３月３１日に成立し、公布され

ました。平成２９年４月１日施行（一部の条項については、公布の日又は平成２８年４月

１日）に向け、既存法人である本会においても適時の移行作業が必要となりました。 

  法人制度改革をふまえ、平成２７年９月２４日開催の第３回評議員会、同理事会におい

て大木会定款にのっとり副理事長職を設置し、田村俊樹氏を選任しました。 

  後期においては、本部事務局体制、施設運営の基礎となる利用者処遇と職員体制（業務

状況）などについて適正・充実化に向け取りかかり、引き続き次年度以降も重要な継続課

題として取り組みます。 

   

＜事業の概要＞ 

１）体制と事業運営状況 

 ・法人本部業務と施設業務について 

   法人会議の定期（月 1回）開催。後期から本部及び各施設の担当業務の再編に取り組

むとともに、社会保険労務士の業務協力を開始しました。 

 ・第２期 GH整備計画と相談支援事業の開始 

   第 2期グループホーム整備計画は、平成 27年度補正予算による実施となり、年度繰越

事業として平成 28年度において実施することが決定しました。 

   また、大木会相談支援事業所は、平成 27年 4月 1日付けで湖南市より認可を受け事業

を開始しました。地域の需要は大きいですが、大木会利用者にかかる計画相談業務を中

心に行いました。 

 ・職員確保と職員養成研修 

   困難な職員確保の状況のなか平成 28年度職員体制を確保しましたが、通年での求人活

動が求められます。27年度においては 3年計画の介護技術研修を始めましたが、職員研

修計画と体制づくりとして、経験年数 5年を基準とした職員研修の定期開催を決定し、

中堅職員研修を 28年度から開始する予定となりました。 

 ・法人事業と糸賀の取り組み 

   一碧文庫の運営を法人事業として位置付け、貴重資料の将来への保存と整理作業を行

っている。不問庵の利用については、現在のところ使用規定等未整備ですが利用実績も

あります。 

 ・既存施設の施設・設備整備 

   平成 27年度整備事業の承認を受け進めていた一麦、もみじ・あざみ各施設の特殊浴糟

設備整備は、建設委員会を設置し、施設現場においては機種選定を進め進行しています

が、建築申請で時間を要す結果となり平成 28年の実施となった。 

   一麦における日中活動（生活介護）の設備整備計画案として公的補助金を申請すると

ともに教育指導棟（昭和 47年取得）の老朽度調査を依頼しました。 
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 ２）長期借入金返済状況 

・福祉医療機構からの施設整備等の長期借入金については、本年度 11,500千円を返済し、

年度末残高は 87,000千円となりました。 

  ・平成 26年 2月、一麦職員寮建設に伴い（株）滋賀銀行より 50,000千円（10年賦）を

借入し、5,076千円を償還し年度末残高 39,848千円となりました。 

(平成 28年 3月 31日現在)  単位：円 

使 途 借 入 先 期首残高 当期返済額 期末残高 完済年度 

建物取得（一麦） (独)福祉医療機構 45,000,000 4,500,000 40,500,000 平成36年 

建物取得（あざみ） (独)福祉医療機構 12,600,000 2,100,000 10,500,000 平成32年 

建物取得(もみじ) (独)福祉医療機構 29,400,000 4,900,000 24,500,000 平成32年 

小  計 87,000,000 11,500,000 75,500,000  

建物取得（一麦） (株)滋賀銀行 44,924,000 5,076,000 39,848,000 平成35年 

総  計 131,924,000 16,576,000 115,348,000  

  

３）施設・設備整備事業 

  ・第 2期グループホーム整備事業 

    （国）補正予算において平成 27年度整備費補助金の交付が決定し、年度繰越申請を

行い、平成 28年度中の完了工事として取り組むことになりました。 

  ・特殊浴槽設備整備事業 

平成 27年度実施事業として取り組みましたが、検討と申請事務に時間を要し、平  

28年 6月頃着工の予定となりました。 

４）寄付採納完了と運用に関する報告 

 （１）株式証券 

    所有株式証券 12銘柄、数量  変更なし 

    平成 28年 3月 31日現在 （合計）評価額  86,299,267円 

    平成 27年 3月 31日現在 （合計）評価額 105,660,328円 

（２）受贈不動産売却処分完了 平成 27年 11月 25日 

   物件名 グラン・ドムール桜田東 902号室 

   所在地 山形市桜田東二丁目 3番２３－902号 

   売買価格 8,000,000円 

   ＊平成 25年 5月、遺贈により取得した本物件は、社会福祉事業に供するものでないこと

より不動産取得税が課税され、計 178,200円納入した。 

 

２、役員会・評議員会関係 

 〈監事監査〉 

 １）２７年５月２０日（水）、於大木会事務局 

    平成２６年度事業報告及び会計決算報告。理事の業務執行に関する監査。 

 〈理事会〉 

 １）第１回理事会／２７年５月２６日（火）、於一麦 

    平成 26年度事業報告の承認について。平成 26年度会計収支決算報告の承認につい
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て。監事監査報告について。第二期グループホーム整備事業実施計画について。 

 ２）第２回理事会／２７年７月１４日（金）、於もみじ・あざみ 

    理事（1名）の退任報告。任期満了による次期評議員の改選について １）評議員の

再任案（15名） ２）評議員の補充選任案（2名）。 

 ３）第３回理事会／２７年９月２４日（木）、於一麦 

    これからの社会福祉法人の運営のあり方について。特殊浴槽設備整備のための建設

委員会の設置について。副理事長職の設置について。 

 ４）第４回理事会／平成２８年３月１６日（水）、於一麦 

    平成 27.28年度特殊浴槽設備建設工事の実施について。平成 27年度民間社会福祉施

設（グループホーム）整備事業補助金の交付内示通知について。平成 27年度会計収

支補正予算（案）について。規程の一部改正について。平成 28 年度事業計画（案）

について。平成 28年度会計収支予算（案）について。 

 〈評議員会〉 

 １）第１回評議員会／２７年５月２６日（火）、於一麦 

    平成 26年度事業報告の承認について。平成 26年度会計収支決算報告の承認につい

て。監事監査報告について。第二期グループホーム整備事業実施計画について。 

 ２）第２回評議員会／２７年７月１４日（金）、於もみじ・あざみ 

    理事（1名）の退任報告。理事の補充選任について。 

 ３）第３回評議員会／２７年９月２４日（木）、於一麦 

    これからの社会福祉法人の運営のあり方について。特殊浴槽設備整備のための建設

委員会の設置について。副理事長職の設置について。 

 ４）第４回評議員会／平成２８年３月１６日（水）、於一麦 

    平成 27.28年度特殊浴槽設備建設工事の実施について。平成 27年度民間社会福祉施

設（グループホーム）整備事業補助金の交付内示通知について。平成 27年度会計収

支補正予算（案）について。規程の一部改正について。平成 28 年度事業計画（案）

について。平成 28年度会計収支予算（案）について。 

 

３、規則・規程の制定／改廃 

27年 7月 9日 定款の一部変更（目的 第 1条第 2項に特定相談支援事業、障害児相談

支援援事業の経営を追記） 

  28年 3月 1日 育児休業及び育児短時間勤務に関する規程の一部改正（育児短時間勤務

の制度、子の看護休暇、所定労働時間の制限、育児のための時間外労働

の制限、育児のための深夜業務の制限） 

  28年 3月 1日 介護休業及び介護短時間勤務に関する規定の一部改正（介護休暇、介護

の為の時間外労働の制限、介護短時間勤務、介護の為の深夜業の制限） 

  28年 3月 16日  役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正（副理事長の追記） 

 

４、主な契約・許認可・届出 

 １）契約 

  ・労働・社会保険業務委託契約 

   27年 10月 9日  増井社会保険労務士事務所 
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  ・大木会特殊浴室棟建設工事設計・監理業務委託契約 

27年 10月 22日 株式会社湖北設計 代表取締役 世一辰男 

 ２）届出 

 ・労務関係 

   28年 2月 18日 時間外労働・休日労働に関する協定届（労基法３６条） 

          （一麦再協定：1か月 60時間、1年について 600時間の特別条項追記） 

28年 3月 30日 時間外労働・休日労働に関する協定届（労基法３６条） 

          （1か月 60時間、1年について 600時間の特別条項追記） 

 28年 3月 30日 １年単位の変形労働時間制に関する協定届（労基法３２条） 

・障害者総合支援法関係 

   28年 1月 29日  指定障害福祉サービス事業者指定更新申請書（所轄庁：滋賀県） 

            障害者支援施設一麦、もみじ、あざみ（3事業所） 

 

５、登記関係 

 １）27年５月  日 資産総額変更登記（３月３１日現在）、６月３日完了 

 ２）27年７月 24日 社会福祉法人変更登記（事業目的の変更追記）７月３０日完了 

 

６、主な事項・行事 

 １）法人・施設 

   27年 7月 31日、8月 1日 （全職員）介護研修 講師：下山名月氏 

   28年 1月 19日 東近江労働基準監督署 監督官臨検 一麦 

28年 1月 26日 滋賀県社会福祉施設等指導監査 一麦 

28年 2月 8日  滋賀労働局 雇用均等指導員訪問指導 一麦 

 

２）関連行事 

  27年 7月 11日 日本重症心身障害学会 一碧文庫見学 

  27年 9月 18日 草津市老上更生保護婦人会 一碧文庫見学 

  27年 11月 11日 糸賀一雄記念賞第十四回音楽祭 於：栗東文化芸術会館 

  27年 11月 23日 地域に飛び出す公務員を応援する首長連合サミット（湖南市） 

          ～糸賀一雄と湖南市の福祉の歩みを訪ねて～ 一碧文庫見学 

 

７、なんでもお話し しましょう会（大木会福祉サービス苦情解決委員会） 

 ・苦情受付、（聞き取り）お話し会と委員会の開催状況 

  27年 4月 19日  於 もみじ・あざみ 利用者 男 1 名、女６名 （第三者委員 3 名） 

  27年 8月 22日  於 おおきな木（聞き取り） 利用者 女５名 （第三者委員２名） 

  27年 9月 27日  於 一麦 利用者 男 9名、女 4名 （第三者委員 2名） 

  28年 1月 31日  於 もみじ・あざみ 女 7名 （第三者委員１名） 

  28年 2月 27日  於 おおきな木 利用者 女５名  （第三者委員１名） 

 ・福祉サービス苦情解決研修会  

  28年 2月 22日 滋賀県立長寿社会福祉センター 主催：滋賀県運営適正化委員会 

          実践報告「苦情解決の取り組みと第三者委員活動」  大木会 
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〈 一 麦 〉 

 

１、実施事業 

生活介護    定員 50名 

施設入所支援  定員 50名 

短期入所    定員２名(男 1、女 1) 

日中一時支援事業  定員なし 

緊急一時保護 

災害時における福祉避難所 

 

２、利用者の異動 

年度初日  定員 50名  現員 49名      

年度末日  定員 50名  現員 48名 

        平成 27 年 12 月 3 日 死亡退所 1 名（多臓器不全 慢性じん不全） 

３、職員の異動 

平成 27年 4月 1日現在    29名 施設長１（サービス管理責任者兼務） 

生活支援員 18（常勤 18） 

                 嘱託医１、看護師 1、栄養士 1、 

                 調理員 4（常勤 3、短時間 1） 

                 書記 3（常勤 2、短時間 1） 

年度中の異動 

平成 27年 8月 2日退職   1名(生活支援員) 

平成 28年 3月 31日退職  1名（生活支援員）  

 

４、利用者と生活の状況 

＜特記事項＞ 

 経口摂取不良により、平成 25 年 8 月から IVH(中心静脈栄養法)を実施し、入退院を繰

り返していた一麦では最高齢の女性利用者を 12月 2日に見送りました。老衰という状況

は初めてのケースでした。嘱託医を交え、胃ろうや自然死について何度も検討を重ねた

ことは、大変貴重な学びの機会となりました。 

年々増える入院および長期間に渡る入院への対応、対策も大きな課題となってきてい

ます。 

＜生活の様子＞ 

 平成 27年度より、高齢化や身体機能の低下が顕著で個別支援を必要とする利用者をグ

ループ化し、チリ紙やタオルのたたみ作業やペットボトル洗いとその後の 

運び作業、マッサージ・足浴・リハビリ体操、簡単なおやつ作りなどを活動の中心とし

ました。年齢の高い利用者の活き活きした姿を見ることができました。グループ名は、

糸賀先生が好きな言葉であった「一隅を照らすものは国宝なり」から、“一隅”としまし

た。どのようなライフステージであっても、個々の能力や意欲に合った活動を、グルー

プを活かした中で提供することの大切さを強く感じた 1年でありました。 
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＜医療・診療状況＞ 

 ＜受診状況＞           ＜主な検診＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜入院＞延人数 11人  期間 2日～109日 

  ・済生会病院(内科)   １名 11日 

  ・生田病院(内科)    3名  209日   

  ・滋賀医大(耳鼻科・皮膚科) 2名  95日 

    ・彦根市立病院(形成外科) 1名  3日   

  ・甲賀病院(皮膚科)   2名 63日 

                               ・東近江総合医療センター １名  3日 

                 ・広島赤十字原爆病院  １名  2日 

 

５、主な行事・活動 

4/1 新人職員着任・新年度会議、/5 帰寮日、/6 始業式、/21 還暦祝会(代丸、竹村) 

/29 天理教ひのきしん 

5/1 氏神祭、/5 親子はんごうすいさん、/12 バス遠足 、/24～29 帰省、   /28 害虫駆除 

6/3-4 一隅①研修旅行、/9 結核検診、/10 石部中学校ふれあい交流会 /17 避難訓練 

  17・24 ブラッシング指導  /19 南小学校ふれあい音楽会 

7/6 七夕祭、/9 プールびらき、/13～14 一麦合宿、/15 内科健診、/21 1 組海水浴 

8/4 お楽しみ会・石部日赤奉仕、/9～19 帰省、/21 石部南小職員体験研修、/26 地蔵盆 

9/1・14 腹部エコー、/13 総合防災訓練、/26 お月見会、/27 なんでもお話ししましょう会 

  /28-30 5 組研修旅行 

10/10 石部中ふれあい交流会、10/10 石部南小体育大会、/12 第 54 回一麦運動会、 

/14 石部中ふれあい交流会、/21 消防立入検査、/25～30 帰省、/28 害虫駆除 

11/5 親子バス遠足、/11 インフルエンザ予防接種、/15 田村祭、/22 ふれあい広場、 

/18 還暦祝会(小川、森田)、/20 石部施設合同マラソン大会、/26 文化の集い 

12/2 内科健診、/6 ＮＥＧもちつき、/8 一麦野球部交流試合、/16 お楽しみ会、 

/24 クリスマス会、/25～1/5 帰省、/28 一麦もちつき 

1/12 成人病健診、/18 新年のお食事会・避難訓練、/26 県指導監査 

2/3 節分  /7 寮卓球大会  /17 ３学期のお楽しみ会    /22 何でもお話ししましょう会 

3/2 内科健診、/3 総合防災訓練・ひなまつり、/24～4/5 帰省  

＊「原点回帰／生の象形」一麦作品展 1/31～2/29 くらよしアートミュージアム無心 

                  3/8～3/17 米子コンベンションセンター 

6/9 結核検診 

7/15、12/2、3/2 内科健診（嘱託医） 

9/2、9/14 腹部エコー 

10/1 歯科検診（口腔センター） 

11/2、11/11、12/2 インフルエンザ予防接種 

10/13、16、27、11/10 婦人科検診 

1/12 成人病健診 

受診科 実人数 受診回数 

内科 40 252 

神経内科 12    64 

外科 6 19 

整形外科 13 78 

婦人科 8  8 

精神科 10 91 

耳鼻咽喉科 8 25 

眼科 3  8 

皮膚科 13 126 

歯科 47 555 

リハビリ 3 264 
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６、保護者会の活動状況 

1）27 年 5 月 24 日   総会・役員選出、会則変更、事業報告、事業計画、近況報告 

2）27 年 9 月 13 日   一麦合宿ビデオ上映会、マイナンバーについて、近況報告  

            個人情報使用同意書・重要事項説明書等の変更について 

3）27 年 12 月 6 日   もちつき大会、虐待防止について、近況報告 

   一麦造形活動の取材上映会(NHK 総合 H27.11/29 放送) 

                           マイナンバーの取扱いついて、近況報告  

4)  28 年 3 月 6 日       親子すき焼き会、県指導監査(1/26)報告、作品展のお知らせ 

            マイナンバーについて 

 

※ 協議の上、平成 27 年度より、7 月(環境整備)と 1 月(一麦マラソン大会)の 2 回の保護者 

会を取りやめました。 
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<もみじ> 

 

１、実施事業 

  生活介護    定員５０名 

  施設入所支援  定員５０名 

  短期入所    定員４名(男２名、女２名) 

  日中一時支援事業  定員なし 

  （緊急一時保護） 

  災害時における福祉避難所(湖南市) 

 

２、利用者の異動 

  年度初日  定員５０名   現員４８名 

  年度末日  定員５０名   現員４７名 

                平成 28年 2月 女子利用者 1名死亡退所（心筋梗塞） 

 

３、職員の異動 

27年 4月 1日現在  27 名 施設長１（サービス管理責任者は兼務） 

生活支援員１８（常勤１７、短時間１） 

嘱託医１、看護師１、管理栄養士１、 

調理員２(常勤１、短時間１) 

書記３（常勤３） 

       年度中の採用０名 

       年度中の退職２名（書記１、短時間・調理員１） 

28 年３月３１日   退職２名（生活支援員１、看護師１） 

 

４、利用者の生活状況について 

  ・定員補充と職員体制 

    利用者の定員が充足せずに経過しています。利用者全体の生活状況と職員体制の相

互の調整において 24時間の生活を支える体制のもとに利用者の補充と捉えています。 

  ・生活状況 

    65歳以上の利用者が半数を占めていますが、暮らしと仕事を大切に取り組んでいま

す。転倒＝骨折や風邪や体調不良から肺炎に至るなど、高年齢者が要注意なケースが

増えています。健康面で重篤な課題が生じてきた利用者の「施設」での日常の暮らし

については、医療機関のサポート（定期往診等）が頼りです。びわこ学園・野洲や地

域の医療機関に協力医として依頼しています。 

 

５、生活の変化と住環境の対応（施設・設備整備） 

  健康面や身体機能面で入浴が困難になった利用者について特殊浴槽設備の導入を進めて

いますが、機種選定と工事申請手続きで時間を要し、平成 28年度着工となった。現在のと

ころ 10名程度が利用する予定です。 
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<あざみ> 

 

１、実施事業 

  生活介護    定員３０名 

  施設入所支援  定員３０名 

  短期入所    定員２名 

  日中一時支援事業  定員なし 

  （緊急一時保護） 

  災害時における福祉避難所(湖南市) 

 

２、利用者の異動 

  年度初日  定員３０名   現員２７名 

  年度末日  定員３０名   現員２５名  平成 28年 1月 1名死亡退所（胆道癌) 

                長期入院 1名 平成 27年 5月から 

 

３、職員の異動 

27年 4月 1日現在  19 名   施設長１名、サービス管理責任者１名 

生活支援員１０（常勤８、短時間２） 

嘱託医１、看護師１（短時間１)、栄養士１、 

調理員２、書記２ 

         年度中の退職１名（書記） 

         育児休業取得者１名(生活支援員) 

 

４、利用者の生活状況について 

  ・定員補充と職員体制 

    利用者の定員が充足せずに経過しています。利用者全体の生活状況と職員体制の相

互の調整において 24時間の生活を支える体制のもとに利用者の補充と捉えています。 

  ・生活状況 

    65歳以上の利用者が半数を占めていますが、暮らしと仕事を大切に取り組んでいま

す。転倒＝骨折や風邪や体調不良から肺炎に至るなど、高年齢者が要注意なケースが

増えています。健康面で重篤な課題が生じてきた利用者の「施設」での日常の暮らし

については、医療機関のサポート（定期往診等）が頼りです。びわこ学園・野洲や地

域の医療機関に協力医として依頼しています。 

  ・長期入院（精神科 1名） （精神不安）水分摂取過多による低ナトリウム血症 

  ・末期がん利用者の終末期支援 1名 

 

５、生活の変化と住環境の対応（施設・設備整備） 

  健康面や身体機能面で入浴が困難になった利用者について特殊浴槽設備の導入を進めて

いますが、機種選定と工事申請手続きで時間を要し、平成 28年度着工となった。現在のと

ころ 10名程度が利用する予定です。 



10 

 

もみじ・あざみ共通事項及び参考資料 

１、医療・受診状況 

〈通院状況〉                   〈定期健診等〉 

 

受診科 

もみじ あざみ  4月 27日・28日 成人病健診(職員含) 

実人数 受診回数 実人数 受診回数  5月 11日 結核検診（職員含） 

内科 ４５ ３８１ ２３ ２２７  8月 4日・5日 腹部エコー検査 

外科 １２ ２９ １ １  8月 6日 歯科検診 

精神科 ０ ０ ２ ３  11月 5日 インフルエンザ予防接種 

眼科 １９ ３７ １４ ２９  12月 14日・16日 成人病健診・内科健診 

皮膚科 １４ ４７ １８ １５５ 

歯科 １９ １４３ １５ ５８ 

その他 ３９ ５２２ １８ １３５ 

  

〈嘱託医〉 本谷研司医師（阿星山診療所：精神科） 

      第１木曜日 午前  訪問診療及び利用者健康管理、健康相談。 

〈入院の状況〉 

もみじ： 済生会滋賀県病院（栗東市） 7人  

     ・尿路感染による敗血症（9日間） ・S状結腸捻転（46日間） 

     ・肺炎による敗血症（30日間）   ・肺炎（6日間） 

     ・肺炎、喘息（9日間）      ・脱水症、嚥下機能低下（13日間） 

     ・肺炎、敗血症、嚥下機能低下（56日間）→ 療養型病院へ転院 

    ：生田病院（湖南市）3人（4件） 

     ・おう吐症、吐症、蜂窩織炎（31日間）  ・おう吐症、精密検査（6日間） 

     ・肺炎（18日間）        ・おう吐、血中酸素低下（33日） 

あざみ：水口病院（甲賀市）1人 精神科（多飲水による低ナトリウム血症） 長期入院中 

   ：済生会滋賀県病院（栗東市） ２人 

    ・肺炎、呼吸機能低下（51日間）  ・肺炎（15日間） 

〈来診の状況〉：延べ 38回 

 佐野医院（内科）１２名（38回） 

びわこ学園（内科）４名（10回） 

  阿星山診療所（精神科））3名（7回） 

〈訪問マッサージ〉 たかはし治療院 

 計８名の利用者が、医師の意見書をもって身体機能の保持と低下の抑制を治療目標に、１

～２回／週の割合で、訪問マッサージを受けています。 

〈健康管理総括〉 

  高齢の利用者で身体機能低下から歩行不安定→転倒→骨折→車いす利用の方が増えてい

ます。さらに加齢に伴う脳萎縮などから、嚥下機能、呼吸機能、体温調節の低下が現れ、

施設での生活が難しくなった方もいます。 

  感染性と思われる風邪が流行し、早期に医療機関で受診し対応しましたが、治療と回復

には時間を要するケースが増えています。 
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２、生産活動と利用者工賃（報償費）について 

 

  平成２７年度の収支予算の状況より、収入不足が見込まれていましたが、作業に取り組

む利用者への対価報酬の観点より、２６年度実績支給工賃額を基準として下記のとおり支

給しました。 

 

（月額・人数） 

工 賃 内 訳 金  額 年間延人数 月平均人数 

基本給 1,000円 １８７ １５．５８ 

基本給＋作業手当(3,000円) 4,000円 ６８ ５．６６ 

基本給＋作業手当(3,000円） 

＋皆勤手当（2,000円） 

6,000円 ７０２ ５８．５８ 

12月ボーナス 1,000円～5,000円 ７０  

       ＊工賃支給対象利用者数８０名（もみじ５５名、あざみ２５名） 

       ＊ボーナス支給対象者数７０名（もみじ４９名、あざみ２１名） 

 

３、生産活動報告 

 

  もみじ 

科  目 収入金額（円） 科  目 支出金額（円） 

生産活動収入 

 クリーニング事業入 

 陶芸事業収入 

 農芸事業収入 

 その他の事業収入 

 

4,895,425 

83,762 

823,594 

106,150 

生産活動支出 

 材料費 

 労務費（報償費） 

 外注加工費 

 経費 

 

901,484 

3,499,400 

０ 

2,889,279 

 生産活動収入合計 5,908,931 生産活動支出合計 7,290,163 

 生産活動収支差額 △1,381,232   

   

あざみ 

科  目 収入金額（円） 科  目 支出金額（円） 

生産活動収入 

 織物事業収入 

  

 

1,725,700 

生産活動支出 

 材料費 

 労務費（報償費） 

 外注加工費 

 経費 

 

52,229 

1,551,000 

０ 

136,071 

 生産活動収入合計 1,725,700 生産活動支出合計 1,739,300 

 生産活動収支差額 △13,600   
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４、主な行事・活動 

 

４/１新任職員着任、/２新年度会議、/５･11帰寮日（3/28/29～）、/13始業式、 

/19なんでもお話ししましょう会、/22、23（株）甲賀高分子新人教育研修、 

/27、28成人病健診 

５/１氏神祭、/11結核検診、/19石部日赤奉仕団奉仕作業、/24運動会 

６/１総合防災訓練、/25石部中学 1年生ふれあい活動、/24社会科 

７/１避難訓練、/2石部小学校 3年交流会、/７七夕・創立記念日、/15寮生旅行①、 

/31下山名月氏介護研修① 

８/1下山名月氏介護研修②、/3避難訓練、/4～5腹部エコー、/6歯科検診、/17～23夏季休

暇帰省、/27地蔵盆、 

９/1～2モニタリング会議①、/3避難訓練、/18追悼会 

10/１避難訓練、/1～2寮生旅行（三重）、/8滋賀県教員初任者研修、/14石部中学 1年ふれ

あい活動②、/14～16愛護全国職員研修（高知）、/24～25文化祭 

11/2避難訓練、/5インフルエンザ予防接種、/7男子寮古希祝会、/13～14寮生旅行（③兵庫）、

/20石部マラソン・ウォーキング大会、/22ふれあい広場、/26文化の集い（守山）、 

/27アートコラボレーション 

12/11～12名古屋展、/13大津・聖マリア教会慰問、/14・15成人病検診、/20クリスマス会、

/27門松作り(かなかなサロン)、/27冬期休暇帰省（～１/5） 

１/8仕事始め 

２/１～2モニタリング・全体支援会議②、/３節分、/9～10近畿地区職員研修 

３/27～４/4春休み 

 

５、家族の会開催状況 

 １）27年 6月 6日   役員会 

２）27年 6月 28日  総会 26年度事業報告、利用者預り金報告、近況報告 

３）28年１月 23日  役員会 

 ４）28年２月 6日   湖南地区別懇談会（石部会場） 

   28年２月 7日   湖北地区別懇談会（彦根会場） 

   28年２月 13日  関西地区別懇談会（京都会場） 

   28年２月 14日  関東・新潟地区別懇談会（東京会場） 
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<グループホーム・ケアホームおおきな木> 

 

１、事業及び体制の概要 

名 称  おおきな木 

  事業名  (グループホーム)共同生活援助（介護包括型） 

        指定期間 平成２６年４月１日から平成３２年３月３１日まで 

  定 員  ６名 

  職員配置基準  管理者  宮城てるみ 

          サービス管理責任者  宮城てるみ 

          生活支援員  １名(世話人兼務)（１３．６時間／週以上） 

          世話人    ３名(５０時間／週以上) 

          夜間支援体制（宿直）：法人関係職員が担当 

   

２、利用者の異動 

  年度初日  定員６名   現員５名（共同生活援助５名） 

  年度末日  定員６名   現員５名（共同生活援助５名） 

 

３、主な活動及びホームの動き 

  ・入居者誕生会（誕生月毎） 

  ・8/16 夏休み（お盆）外出  

  ・11/1 糸賀一雄記念賞音楽祭・昼食外出 

  ・1/2 （お正月）外出（映画・外食） 

  ・避難訓練（避難、通報、消火） 平成 27年 6月 21日、平成 28 年 3月 24日 

 

４、個別の活動や余暇 

  ・休日のもみじ・あざみへ 

  ・旧職員宅でのお食事会（月 1回：参加費有） 

  ・お手前のおけいこ 

  ・NPO法人ワイワイあぼしクラブ主催の余暇活動(月 1回・実費) 

 

５、日中活動、就労状況 

5 名の入居者の日中の活動は様々です。2 名は雇用（一般・福祉的）による仕事に取り

組み、１名は近隣の作業所、２名がもみじの生活介護を利用しています。いずれの場合

も事業所との連携のもと、長く続けられるように取り組んでいます。 

 

６、その他の事項 

  ・運営会議(現況確認と利用者の意見交換)  毎月１回 

  ・スタッフ調整会議（業務確認とケース会議等）  毎月１回 

  ・体験利用の受け入れ 

    入所希望者（1 名・女子）の体験利用を継続。 
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＜大木会相談支援事業所＞ 

 

１、事業及び体制 

  認可を受けた日  平成 27年 4月 1日 

  指定事業所番号  特定相談支援  ２５３２３０００６４ 

           障害児相談支援 ２５７２３００１０７ 

  指定の有効期限  平成 27年 4月 1日から平成 33年 3月 31日 

 

  従業者の体制  管 理 者   多田勝則（兼務：大木会事務局長） 

          相談支援専門員 上林 豊（兼務：一麦 主任生活支援員） 

          相談支援専門員 長山理恵（兼務：もみじ 主任生活支援員） 

  

２、業務総括 

   平成 27年 4月 1日付けで事業認可を受けましたが、業務開始は 7月期から計画作成に

取り掛かることができました。今年度必要となった大木会利用者については、なんとか

進めることができましたが、平成 28年度についてはさらに厳しい業務となります。 

   また、2名のみですが湖南市在住の地域の方についても相談支援業務を担当していま

すが、面談等（モニタリング）を頻繁に行う必要があるため現状では地域のニーズに応

じることができませんでした。 

 

３、業務まとめ 

サービス等利用計画作成状況               （人数） 

区  分 大木会相談支援 他の事業所 未作成 

一  麦 ２２ ６ １９ 

も み じ １１ １２ ２４ 

あ ざ み ６ ２ １７ 

おおきな木 １ １ ３ 

地  域 ２   

合  計 ４２   

  モニタリング実施状況 

区分 回数 請求可能件数 

一麦 １ ０ 

もみじ・あざみ ０ ０ 

おおきな木 １ 1 

地域 ７ ７ 

合 計 ９ ８ 

  

 ４、計画相談支援給付費について 

   ・イ サービス利用支援費 1件につき         16,110円 

   ・ロ 継続サービス支援費（モニタリング）1回につき  13,110円 


